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指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）
建設局みどりの推進部みどりの管理課
（211-2536）

１　施設の概要

名称 百合が原公園 所在地 札幌市北区百合が原公園210番地

開設時期 1983年07月15日 延床面積 253,816㎡

目的 都市公園の健全な発達を図り、もって公共の福祉の増進に資すること。

事業概要 百合が原公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）

主要施設 世界の百合広場、世界の庭園、遊戯広場、都市緑化植物園、温室、リリートレイン

２　指定管理者

名称 公益財団法人札幌市公園緑化協会

指定期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日

募集方法
公募

非公募の場合、その理由：

指定単位
施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲 公園維持管理業務、有料公園施設（温室、世界の庭園、リリートレイン）運営（利用料金制度）

３　評価単位
施設数：1

複数施設を一括評価の場合、その理由：

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

当公園の効果的な管理運営を目指して、緑化協会の≪理
念≫と運営方針に掲げる≪公益性「５つのK」≫を基とし
た、以下の『基本方針』を策定した。
▼平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉増進の
場としての利用効果を高める。
▼関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声の反映
に努め、開かれた管理運営による、安全で安心、快適な
利用環境を提供する。
▼資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な管理運
営による経費削減を図り、安定した質の高いサービスを提
供する。
▼自己実現、生涯学習の場として当公園の積極的な利用
を促すため、市民や関係諸団体・機関等との連携・協働を
推進し、活動の場としての魅力を高める。
▼フラワーパークとしての魅力ある景観を提供して公園の
魅力・価値の向上を図るとともに、市民園芸の技術や情報
の発信を担う。
▼花と緑の活動拠点としてボランティアや植物愛好会を通
じた市民緑化の普及を目指す。

　公園の設置目的に沿って、公園の価値を高め
るための基本方針の策定を行った。
　緑の基本計画に沿って、公園の特徴を活かし
た百合が原公園ならではの地域コミュニティの活
性化とともに緑化の普及・啓発を目的として、重
点基本方針を策定した。
　基本方針に基づいて業務計画を策定し、実施
においては、日常的に評価改善を行い対応して
いると捉える。

緑化の普及・啓発を
目的とした重点基
本方針を策定し、そ
れに基づき、安定し
た高い水準で管理
運営が行われてい
ることを評価しま
す。
引き続きご尽力い
ただきたい。

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証
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▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼スタッフへの平等利用に関する教育指導の徹底のため
に接遇講習、未受講受付スタッフのサービス接遇検定３級
取得、未受講スタッフのバリアフリー講習を実施し、平等
利用に関する意識・技術の向上を図った。
▼平等利用を阻害する違法・不正行為
ペットの放し飼い、ゴルフ、花火、火気の使用等の行為に
対して、巡回・指導を計画通り実施した。
▼平等利用のための各種取組み
車いす10 台の配置、ホームページは、日本語、英語、中
国語（簡体・繁体）、韓国語ページ対応、日本語、英語・中
国語（簡体）のパンフレット配置、授乳室の設置とミルクの
お湯の提供等について、計画通りに実施した。なお、緑の
センターの休館日は、管理事務所に車椅子を配置し、職
員更衣室を授乳室として貸出した。

　計画に沿って、スタッフの教育を実施した。各
研修会を計画に沿って実施し、公平・平等な利
用者対応に努めることができた。
　利用者の条件差による不都合が発生しないよ
う、動線確保や段差・不陸の改善に努めた。
　施設の工事等の情報を適切にHP等で発信し、
円滑な利用に努めた。

利用者に対し快適
な環境を提供するた
め、職員研修や情
報発信を積極的に
行っていると評価し
ます。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　当協会独自のEMSを運用することにより、環境負荷の低
減に向けた各種取組を実施した。
▼当協会が設定したEMSの目的・目標の達成に向けて取
り組んだ。EMS研修を年1回実施するとともに、環境目標に
ついて、毎月の測定結果の貼り出しと、ミーティング時に
進捗状況の情報共有を図った。
▼電気使用量を、直近3ヵ年（2022年度～2024年度）の平
均を上回らない。
（結果:目標値比95.7％、目標達成。）
▼ノー残業デーの超過勤務時間の合計が、R6年度実績を
上回らない。
（結果:R6年度比33.3％、目標達成。）
▼ノー残業デーにおいて、超過勤務時間の合計がゼロの
日数について、R6年度実績を下回らない。
（結果:R6年度比107.1％、目標達成。）
▼特定外来生物の侵入軽減（オオハンゴンソウを対象とし
て維持管理業務において駆除を行う）。当公園では侵入状
況の確認（被度の記録）と駆除後の状況の確認（被度の
記録）を行う。
（結果:7月に侵入が確認され、速やかに記録、駆除を実施
した。）
▼食用廃油回収量をR6年度の回収量を下回らない。
（結果：R6年度比109.6％、目標達成。）
▼生物多様性さっぽろ応援宣伝企業として、緑化講習会
や学校の職場体験、総合学習を通じ環境教育を行った。

　EMSの運用において、左記の環境目標を定め
て取り組んだ。
　電気使用量は、冷暖房設備の小まめな
ON/OFFを徹底するなど削減に努め、目標を達成
した。
　超過勤務時間数は、ノー残業デーの声かけに
努め、目標を達成した。
　リリートレイン燃料に使用している食用廃油の
回収を行い、目標を上回った。
　オオハンゴンソウの侵入は1度確認され、適切
に駆除を行った。
　生物多様性さっぽろ応援宣言企業として、園芸
講習会を開催し、環境教育の普及・啓発に取り
組めた。

各目標に対し、目標
達成まで至らかった
ことについても一定
以上の努力してい
ることは評価に値す
ると考えます。引き
続き令和７年度の
目標達成に向け
て、ご尽力されるこ
とを望みます。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

▼業務分担、指揮命令系統、連絡等を定めた。
▼全スタッフに対して安全教育やハラスメント研修を実施し
た。
▼マネージャー及び広報担当スタッフが、ウェブアクセシビ
リティ教育を実施した。
▼未受講者がサービス接遇検定3級、バリアフリー講習を
受講した。
▼その他、当初の研修計画に基づき職員及び臨時職員を
対象に研修を実施した。

　人員配置及び人材育成について計画通りに実
施した。
　管理運営レベルの維持・向上を図るために、計
画に沿って資格・免許の取得推進を行い、スタッ
フのモチベーション維持が図れたと捉えている。

適切に人員を配置
し、安全教育や研
修を実施することで
効果的なスキル
アップを行えている
と評価します。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼職員が講師となり、スタッフを対象に各種教育訓練を計
画通りに実施した。
▼石等の飛散が無いリール式やバリカン式の草刈機械、
飛散防止刈払機アタッチメントのカルマーを積極的に使用
しており、安全と効率の向上を図った。
▼園内の各駐車場前に設置している、開花情報等の案内
板や地下鉄掲示板、北区役所掲示板等を活用することで
広く情報を発信し、利用者の満足度の向上を図った。
▼ホームページ、インスタグラムでイベント等の情報を発信
し、円滑な公園利用の向上を図った。
▼イベント情報をマスメディアに情報提供するとともに、広
報担当スタッフを配置することで取材の効率化を図り公園
の活性化を図った。
▼ユリ協会が実施する生息調査などに積極的に参加し、
知識・技術の向上とともにネットワークの構築に努めた。
▼ユリ協会や英国王立園芸協会のユリ部会とのユリ種子
の交換を行い、展示植物の充実を図った。
▼国内外のユリやライラック等の専門家とのネットワークを
構築し、栽培技術・知識の収集を行った。
▼酪農学園大学と連携協定を結び、ユリの育種を協働で
実施した。

　各業務において、PDCAサイクルを運用し、利
用者の満足度及び管理水準の向上に努めた。
　季節ごとに質の高い安全教育に取り組み、労
災事故防止に努めたことにより、スタッフ全体の
安全に対する意識が向上した。
　広報担当スタッフを配置し、広報活動の活性化
を図り、的確な情報発信を継続している。

スタッフの安全教育
などを実施し、公園
の安全管理や魅力
向上に寄与している
ことを評価します。
また、積極的に情
報発信を行い公園
利用の向上を図っ
たことについても評
価します。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受
託者への適切監督、履行確認）

以下の業務については第三者に委託し、管理・監督を適
正に行い業務を遂行した。
・管理事務所等機械警備、駐車場門扉開閉業務
・緑のセンターボイラー設備点検業務（煤煙測定含む）
・緑のセンター自動ドア保守点検業務
・リリートレイン運行業務
・建築設備定期検査業務
・遊具等保守点検業務
・管理事務所等消防設備点検業務
・リリートレイン軌道敷・踏切遮断機等点検業務
・リリートレイン運行前点検整備業務
・駐車場交通誘導警備業務
・除雪業務
・電気工作物保安管理業務、エネルギー管理業務
・トイレ清掃、公衆トイレ維持管理業務
・カン・ビン等処理業務
・一般事業系廃棄物処理業務
・カラスの巣撤去及び子ガラスの保護、ハチの巣駆除業務
・地下燃料タンク漏洩検査業務
・し尿汲み取り業務

　委託業務は、業務の適正確保、受託者への適
切な監督、履行確認を行い、適正に遂行してい
ることを確認した。

適切な管理が実
施されていると判
断します。
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▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

開催回 協議・報告内容 　札幌市との運営協議会を１回開催し、管理運
営上の問題点、課題について協議を実施した。
特に施設・設備の老朽化やP-PFI施設関連事項
など、札幌市と課題を共有するとともに、その解
決に向けて協議を行い、成果のあるものとなっ
た。
　また、北区役所や植物愛好会と連携したイベン
トや展示会・講習会を計画通りに開催して、来館
者から好評を得たことを評価する。

運営協議会が開催
され、管理運営水
準の向上に向けた
協議を行っており、
来館者からも評価さ
れていることを評価
します。

R8.3.13

管理業務の実施状況

利用者の声（苦情・要望、アンケート等の
集計・分析結果）、及び対応状況

自主事業の実施状況

管理運営上の問題点、改善提案

＜協議会メンバー＞

札幌市みどりの推進部みどりの管理課　
　公園維持係長、維持係1名
　公園管理係長、管理係1名
（公財）札幌市公園緑化協会
　事業4課長、マネージャー

▼北区役所、札幌カクタスクラブ、札幌さつき会、北海道さ
つき会、北海道蘭友会等の各団体と連絡調整を図り、展
示会・イベントを共催した。
▼百合が原公園Park-PFIについて、定期に開催される、
札幌市、YURIGAHARA PARK FUTURE LAB構成企業、当
協会のミーティングや、多くの方が参加する全体会に参加
して、設置や運営に関する協議や意見交換を行った。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業等、公
園ごとに区分している。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通帳等の
施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施しているほ
か、公認会計士事務所による外部監査を導入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整備して
おり、管理体制の強化及び不祥事防止の取組みを行って
いる。

　不正行為や事故発生の未然防止のため、複数
名による現金等の確認を徹底した。

　不正経理等はなく問題はない。

適切に実施されて
います。現金等につ
いては複数名によ
る確認の徹底し、今
後も、管理体制の
強化と不祥事の防
止に努めてくださ
い。

▽　要望・苦情対応

▼要望・苦情対応については、スタッフ雇用時の接遇研修
の中で実施した。
▼要望・苦情の発生時には、文書回覧及び朝のミーティン
グ時に苦情・要望の内容をスタッフ全員で情報を共有し
た。
苦情・要望5件

　苦情・要望は、都度の情報共有を行うととも
に、丁寧な説明・対応を心がけた。接遇に関する
苦情に対し、ただちに再教育を行い、その後は
適切に対応できていると捉えている。

寄せられた苦情要
望に対して、情報共
有するなど適切な
対応を行っていると
評価します。

▼記録・報告等を計画通りに適切に実施した。
▼自己評価を月単位で行い、業務の改善、利用者の増加
に努めた。
▼アンケート調査を実施し、管理運営の参考としている。
▼要望、意見については、公園管理運営等に役立てるた
め、情報の共有を行っている。
▼札幌市の業務等検査にも適切に対応した。

　記録・モニタリング・報告・評価を適切に実施す
るとともに、利用者からの情報を収集、改善、反
映し、管理運営の向上を図った。

記録・モニタリング・
報告・評価が適切
に実施されており、
公園の満足度向上
に寄与していると評
価します。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実
施）



5

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持向
上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無など
の安全衛生面を含む)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金法、
労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康保険法・
厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約法、男女雇用機
会均等法、次世代育成支援対策推進法、女性活躍推進
法、育児休業・介護休業等に関する法律、労働保険の保
険料の徴収等に関する法律、その他関連する法令等に基
づき、主として以下のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金1,075円（令和7
年10月4日発効）以上の時給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及び深
夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の割増賃金
を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基準監督
署に適切に届け出た。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基準法
を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあたり、
書面による労使協定（36協定）により必要な定めをし、札
幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満たすス
タッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道労働局
へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保険・
年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実施した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届け出
た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生した者
に対して周知し、希望の申し込みを随時受け付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業主行
動計画を公開・周知した。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」におい
て、女性の活躍推進に関する状況等が優良な団体として
「認定段階3」を受けたことを周知した。
　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、各公園の担当課
長が出席して委員会を開催し、職場の安全確保及び健康
障害の防止に係る議題について検討し、その結果を各公
園・施設のマネージャーを通してスタッフに周知して、健全
な職場環境の実現に努めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安全確保
や機械の取扱いに関する講習を実施した。
　・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休業等の
取得奨励、職場内コミュニケーションの活性化、有給休暇
取得の奨励、ノー残業デーの設定などの取組みを行った。
　・公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関する内
部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の継続雇用な
ど、雇用環境の整備により、市民サービスの向上等に結
びつく取組みを行った。
　・第三者への委託業務について、受託者に当該業務従
事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。
▼　正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員か
ら3名が正規職員となった。

　指定管理施設の現場と本部事務局との連絡調
整を密にするとともに、関係機関への必要な届
出を迅速かつ確実に行うなど、労働関係法令を
遵守し、すべての関係手続きについて適切に対
応できた。

労働に関する関係
法令を順守してお
り、各種研修会や
安全大会等を積極
的に開催し、職場環
境維持向上に向け
た取り組みについて
評価します。

　当団体での労働災害発生ゼロを目指して、毎
朝のKY活動、ヒヤリハット事例の共有、安全大
会の開催、安全講習の実施等に取り組んだ。

　事故が発生した際には、安全衛生委員会にお
いて、原因検証と再発防止の検討を実施し、安
全な職場環境の実現と、スタッフの雇用環境の
向上を進めるなかで、市民サービスの向上につ
なげることができた。

▼百合が原公園における労働災害　3件
8月7日　クロスズメバチによるスタッフ刺傷事故。
8月14日　アシナガバチによるスタッフ刺傷事故。
8月27日　オオスズメバチによるスタッフ刺傷事故。
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（3）施設・設備
等の維持管理
業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼利用者の安全については、スタッフの安全教育の徹
底、AED・蜂毒吸引器等の備品の配備、ハザードマップの
作成、安全管理体制の確立、利用者への情報公開等によ
り確保した。
▼未受講者対象に普通救急救命講習の実施と3年を超え
る受講済者の再講習を実施した。
▼拾得物の取扱いについては、当協会の規定に沿って対
応し、迅速に対応できるよう台帳を作成し、利用者サービ
スに努めた。
▼連絡体制を通常と緊急に分けて整備し、適正な業務の
遂行に努めた。
▼損害賠償責任保険は要求水準に適合したものに加入し
た。

　全スタッフを対象に、作業及び利用の安全に関
する講習を定期的に実施し、安全の確保に努め
た。また、急病者等への的確な対応のため講
習・研修を通じてスタッフ間のスキルに差が出な
いよう、緊急時の対応に備えている。

公園利用者の安全
確保に向け研修会
等が適切に実施さ
れています。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、
備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　計画に沿って適切に実施した。また、指定管理
者が担う修繕等と、札幌市と協議が必要な修繕
等について整理し、施設利用に支障を来たさな
いよう対応し、長寿命化に取り組んだ。
　なお、緑地の維持管理や来園者の利便確保・
安全対策においても、問題なく対応できたと捉え
ている。

各施設の状況に応
じて、適切な保守が
実施されています。

▼施設・設備の維持管理を適切に実施し、仕様書の水準
を達成した。
▼緑のセンター・管理事務所・園内トイレの清掃、施設の
機械警備を実施し施設の保全と防犯に努めた。
▼運行前のリリートレインの車両点検、踏切遮断機及び軌
道の点検を実施し、安全確保を図った。
▼専門業者による遊具等の点検、緑のセンターボイラー点
検、自動ドア点検、消防設備点検を実施した。
▼自主事業の利益還元として、リリートレイン駅舎の内装
改修を、札幌市と協議して指定管理者が実施した。
▼建築設備定期検査を実施した。
▼第1駐車場、第2駐車場の区画線補修を指定管理者で
実施した。
▼春から夏期間の土日祝日の混雑時、駐車場に交通誘
導員を配置し混雑の緩和を図った。
▼必要な駐車台数を確保するため、冬期間定期的にP1駐
車場の除雪を実施して、混雑時に臨時的に開放した。
▼園内ベンチは降雪前に撤去し、冬期間に塗装等のメン
テナンスをして再設置した。
▼札幌市貸与備品の点検を実施した。
▼園内の緑地管理においては、特に人気の春のムスカリ
の道、夏のユリ、秋のダリアの開花に合わせた維持管理
を行い、緑のセンター温室では、各種展示会に合わせた
植物の準備を行い来園者への景観を提供した。

▽　防災

▼防災計画を策定するとともに、消防・防災訓練を実施し
た。
また、ＥＭＳの緊急事態として想定している火災、地震、強
風等の災害を想定し、手順書に沿ってスタッフ研修を行っ
ている。

　緊急事態に対応するために訓練に取り組み、
防災対応手順に則り、予防対策、発生時対策を
実施し、公園内では事前に立ち入り禁止区域及
び迂回路を設け、利用者の安全確保に努めた。

防災対応に関する
対策について、訓練
に取り組み、安全確
保に努めた点を評
価します。
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（4）事業の計
画・実施業務

▽　植物に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼植物に関する講習会
　26回実施　受講者232人

▼植物に関する展示会
　22回開催　入場者92,800人（展示会毎の合計）

▼緑の相談業務を4月27日～10月30日の木、日曜日に実
施し、781件（前年度852件）の相談を受け付けた。
　（前年度比91％）　

　講習会・展示会の開催において、フラワーパー
クとしての特徴を生かしたイベントを計画に沿って
実施した。参加者に札幌の気候に則した植物の
展示と栽培技術の普及を図ることができた。ま
た、緑の相談についても、札幌での実践的な園
芸の相談業務を実施できたと捉えている。

百合が原公園の特
徴を生かした活用
ができていると評価
します。

▽　植物に関する情報収集及び提供業務

▼各展示会において植物の歴史や分布、文化について情
報収集を行い、緑のセンター温室等で解説版による利用
者への情報提供を行った。
▼管理事務所スタッフ対応の講習会を実施し、日常の維
持管理で蓄積した情報を発信し市民への還元を行った。
▼プレスリリースによるマスコミを通じての情報提供を行
い、広く市民等への情報発信を行った。
▼開花情報を、指定管理者の情報媒体さっぽろ公園だよ
り・緑のセンターだよりの発行や園芸誌、大通情報セン
ター、ホームページや園内掲示板、地下鉄掲示板、北区
役所掲示板によって発信し、利用促進を図った。
▼ユリ協会をはじめとして、英国、北米などのユリに関する
栽培・研究者等と栽培技術、知識に関する情報交換を行
い、その情報を解説版等にして利用者に提供した。
▼植物愛好会と連携して、洋ランの育て方や多肉などの
育て方の相談受付などを通じて、専門的な情報を発信し
た。
▼酪農学園大学と提携して、ユリの育種についての共同
研究を行い、ユリの普及に努めた。

　植物に関する情報発信は、フラワーパークとし
て重要な業務の一つであり、計画的に実施した
ことで、利用者の増加や満足度の向上に繋げる
ことができたと捉える。
　国内外との情報交換を行ったことで、新しい情
報を発信することができた。

積極的な情報提供
に努めていることを
評価します。

▽　ボランティアに関する市民の自主活動及び交流の支援業
務

▼ボランティアコーディネーターを配置した。 　専任のボランティアコーディネーターを配置し、
ボランティア間及び他公園ボランティア、市民活
動団体との交流を積極的に支援した。
　また、活動に有効な研修会の開催を行う等、活
動支援を積極的に行った。

ボランティア人口を
増加させる取り組み
と、スキルアップに
向けた取り組みが
できていることを評
価します。

▼ボランティアの活動状況
　ローズヒップ（バラ管理）活動28日　延べ227人
　（前年比33人減）
　クローバー（宿根草管理）活動15日　延べ85人
　（前年比46人減）
　ミモザ（温室植物管理）活動73日　延べ309人
　（前年比30人減）
　ガイド（公園ガイド）活動22日　延べ77人
　（前年比47人減）
　クリーンアップ・研修会等
　活動4日　延べ41人
　（前年比6人増）
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（5）施設利用
に関する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　有料施設の利用人数は、今年度は猛暑の影
響と、土日祝の悪天候により、利用者数が伸び
なかった。
　今年度から利用料金が改定となったが、大き
な混乱は見られなかった。
　リリートレインは、利用者サービスの向上と利
用促進のため、利用料金を400円に変更した（条
例450円）。

広報活動に尽力し、
来場者数を上げら
れたことを評価しま
す。
引き続き様々な手
段を講じ利用促進
に向けた取り組みを
期待します。

－ － －

81,981 － 78,343

－ － －

－ － －

38,624 － 36,715

－ － －

－ － －

55,533 － 49,741

－ － －

2 - 3

113 - 132

579 - 527

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免90,349件、　還付0件

▽　利用促進の取組

▼展示会、講習会等の自主事業を計画通りに実施。

（6）付随業務 ▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼公園施設でのイベント情報、開花情報、各種お知らせな
ど迅速かつ正確に利用者へ伝えることを目的として広報を
行い、施設のPRに努めた。
▼専任の広報担当スタッフを配置し、広報さっぽろ地デジ
アプリ、イベント情報のほか、ホームページ、インスタグラ
ム、マスメディアへの情報の投げ込み、有料広告、市内観
光案内所との連携、地下鉄掲示板や北区掲示板の活用を
行う等、広報活動の積極的な取り組みを行った。
・公式ホームページ
　アクセス数(ページビュー数)は1,104,318件となり、前年
度比約103％の閲覧数となった。
・札幌市イベントカレンダーへの掲載
　札幌市イベントカレンダー情報掲載に協力し、広報活動
の方法を増やした。
・Instagram（インスタグラム）
　ツールの特性を生かし、開花状況、イベント情報を都度
アップし、公園の情報発信に努めた。
・公園だよりWeb版の活用
　イベントに特化したWeb版公園だよりを活用した。
▼市政記者クラブ、道政記者クラブへのプレスリリースを実
施し、より広い情報発信に繋がるよう努めた。
▼公園ホームページのウェブアクセシビリティ取組確認・
評価表を、令和8年3月31日に公開した。

　専属の広報担当者を配置することで、リアルタ
イムで多くの情報を広報することができた。
　HPの他、SNS、有料広告、マスメディアへの投
げ込み、掲示板等、多面的に広報を行ったこと
で、幅広い層に公園の情報を伝えることができた
と考える。特にインスタグラムのフォロワー数は
順調に増加しており、4,800を超えた。リピート利
用の増加につながっていると考える。

専属の広報担当者
を配置し、市広報以
外にも積極的な広
報活動に努めてい
ることを評価しま
す。

▽　引継ぎ業務

▼前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はない。

R6年度実績 R7年度計画 R7年度実績

温室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

R6実績 R7計画 R7実績

イベント

学校行事

その他

リリートレイン

世界の庭園

) )

) )

) )
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２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼売店事業 　自主事業の売上高は、全体計画を達成した。
　売店事業はオリジナル生産品や季節に併せた
仕入販売品が好調であった。
　手数料事業は、展示会や園内花壇に合わせた
品揃えが好評で、レストランもオリジナリティのあ
るメニューが好評であった。
　イベント収入は、ワークショップが好評を得てお
り、当初の計画を大幅に上回った。

公園の特徴を活か
した自主事業の実
施に努めていること
を評価します。全て
の収入が計画を上
回り、全体計画を達
成したことを高く評
価します。

　　売上高7,442千円（計画1,662千円）

　　※ＰＧクラブ、双眼鏡レンタル収入を含む

▼手数料事業（ガーデンショップ・レストラン・移動販売車・

　　 自動販売機・展示販売手数料）

　　売上高6,721千円（計画6,665千円）

▼イベント事業

　　売上高1,503千円（計画570千円）

▼その他収入

　　収益事業から公益事業への振替収入　2,296千円

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼第三者委託業務を市内企業に発注した。 　承認済みの委託業務に対し、適正に発注・対
応をしている。また、スタッフに欠員が出た際は、
ハローワークへの求人等で障がい者募集を積極
的に行い雇用の窓口を広げている。

適切かつ公平な取
り組みを評価しま
す。▼管理事務所・温室受付に、障がい者を1名雇用した。
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３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

展示会等の参加者への回収式アンケート

満足度についての札幌市の要求水準（指定管理者目標値）
・公園総合満足度の要求水準　70％（75％）
・接遇満足度の要求水準　80％（85％）

　アンケートの満足度は、総合、接遇共に満足度
が札幌市の要求水準と指定管理者目標値をクリ
アすることができた。
　植物管理、展示内容などが利用者から非常に
高い評価を受けたと考える。
　引き続き、利用者の満足度の向上に努めた
い。

札幌市の要求水準
を上回る評価を得て
おり、90％以上の
総合満足度を得て
いることは評価しま
す。利用者のご要
望や意見に真摯に
対応された結果か
と思いますので、引
き続き質の高い
サービスに努めてく
ださい。
いただいたお声を今
後の公園の管理運
営に活用されること
を期待します。

結果概
要

緑のセンター常設(7/1～9/28､回収式)110名
・総合満足度は 91％
・接遇満足度は 93％

緑のセンター常設（9/30～12/14、回収式）100名
・総合満足度は 95％
・接遇満足度は 88％

緑のセンター常設（1/26～3/15、回収式）213名
・総合満足度は 95％
・接遇満足度は 88％

全体平均
・総合満足度は 94％
・接遇満足度は 90％

利用者
からの意
見・要望
とその対
応

【苦情】

販売している車に樹木の樹液が付着している。水洗いをして
も汚れが取れない状況で、研磨剤を使用しないと汚れを取り
除くことが出来ない。また売却済みの車については特殊なボ
ディーコーティングを施しているため、コーティングが剥がれて
しまう。数年前にポプラを剪定して少しは付着を抑えられた
が、樹液の飛散が多くなってきたのでどうにかできないか。

　公園設備、野生動物、植栽植物関連の苦情・
要望があった。
　一件毎に真摯に対応し、改善ができたと捉え
ている。
　対応が難しいものについては、札幌市と協議を
しながら改善を図っていきたい。

【対応】

苦情内容を札幌市に報告し、対応を協議し、後日対応内容を
お伝えすることを伝えた。

【苦情】

サイロ付近のベンチの座面に指が挟まり、打撲した。隙間が
無いものにするべきだ。

【対応】

ご意見に感謝を伝えるとともに、ベンチ改修については検討
すると回答した。該当のものと思われるベンチの状態を確認
したが、座面・背もたれなどに破損は無く、意図しない隙間の
発生等はなかった。

【苦情】

園内でカラスに襲われ、同行者が驚いた弾みに転倒した。注
意看板等は無かったように思う。子どもや老人も多いことから
注意看板を出すなどしたほうがよいのではないか。

【対応】

同日、カラスが騒いでいたためテグス張りを実施したが、そ
の前のタイミングで発生したと思われる。育児中のカラスに
対する注意看板を、各駐車場からの入口と、今回の現場付
近に設置した。
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【苦情】

販売車両及び整備で預かっている車両に、樹液と思われる
汚れが大量に付着していた。程度の差はあるが駐車場の全
車両に汚れがついており、洗車には1車両につき3人で2時間
程度はかかるため業務に支障がでている。急遽の増員やコ
ンパウンド処理等、費用負担が尋常ではなく経営も厳しい。
保険での対応や何らかの対策を実施してほしい。

【対応】

職員が現地を訪問して状況を確認し、札幌市に報告した。付
着物は公園のプラタナスに由来するものと考えられるが、自
然現象によるものであり保険を含め賠償はできないこと、確
認した現状は札幌市と共有しており同一の見解であること、
公園内の高木の総量を減らす計画があり、民地に接する場
所からであることからすぐには対応できないが対象木は今回
の件も鑑みながら選定すること、何か進展があればお伝えす
ること、を説明した。
また別件で、秋を含め落ち葉清掃はしないのかとのことで、
園外の落ち葉清掃は実施しないが状況が著しい場合には相
談していただくよう伝えた。

【苦情】

2日前にゆり根パイを1個購入したが、カビが生えているのを
見つけたため返品したい。

【対応】

謝罪し、返品対応を行った。在庫を点検するとともに販売を中
止し、製造業者に状況を報告、指導し、改善報告書の提出を
求めた。
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４　収支状況

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 Ｒ7年度計画 Ｒ7年度決算 差 　収入については、開花情報やイベントの広報を
強化したほか、植物の開花にあわせたオリジナ
ル商品の開発や積極的な新商品導入などにより
売り上げを伸ばし、利用料金、自主事業ともに計
画よりも増収となった。
　支出については、植物管理に使用する用土の
構成や方法の見直しによる効果的な使用、緑地
管理の機械化による作業効率の向上、冷暖房
設備の小まめな切り替えによる電力、燃料の削
減によって、支出の節減に努めた。

収支については、
様々な取り組みの
積み重ねによって、
利用料金・自主事
業ともに、年度計画
よりも増収となり、
純利益を増益させる
よう努力されたこと
は評価します。引き
続きご尽力くださ
い。

収入

指定管理費

利用料金

その他

自主事業収入

支出

自主事業支出

収入-支出

利益還元

法人税等

純利益

▽　説明

▼　指定管理費収入について、「札幌市都市公園の維持管理に関する
協定における費用見直し等に関する確認書（電気料金及び賃金スライド
等）」により6,586千円の増となった。
▼　利用料金収入は、広報に努めし、計画より3,129千円の増となっ
た。
▼　自主事業収入は、情報発信を積極的に行い、レストランでの人気メ
ニューの提供や、植物展示会に合わせたガーデンショップでの多彩で
品質の良い商品提供、花の見頃に合わせたオリジナル商品の販売の
結果、計画より9,310千円の増となった。
▼　指定管理業務支出は、燃料費、光熱水費の高騰の影響を受け計
画より3,554千円の増となった。
▼　自主事業支出は、売店が好調により自主公益事業への繰入が増
加のため、計画より12,062千円の増となった。
▼　利益還元については、公益法人の特質上、協会全体として収益の
約半分を公益事業に繰り入れている。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼札幌市公園緑化協会の財務状況等は、令和7年度、赤字決算とな
り、運営安定化積立資産も取り崩すこととなった。次年度以降、なお一
層の経費節減が求められるものの、自主事業の好調を引き続き継続
し、経営能力の安定化を図っていく。また、他の構成企業についても、
前年度から大きな変化はなく、安定経営能力に問題はない。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかった。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資金源とな
る活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示した。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関係事業者
を相手方としないよう徹底した。

（決算-計画）

151,781 170,815 19,034

142,894 152,618 9,724

129,488 136,074 6,586

13,406 16,535 3,129

0 9 9

8,887 18,197 9,310

150,499 166,115 15,616

148,096 151,650 3,554

2,403 14,465 12,062

1,282 4,700 3,418

0 0 0

932 493 ▲ 439

350 4,207 3,857

指定管理業務収入

指定管理業務支出
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

・維持管理作業は、利用状況と生育状況に応じて作業計画
を見直し、ほぼ計画通りに実施することができた。草地の不
陸修正やロープ柵の位置の変更や削減、免許が不要で飛
散のない草刈機械の導入等により、効率化と安全性の向上
に努めた。また、国内外から植物の新しい栽培技術・知識を
積極的に導入し、栽培技術の習得とともに管理水準の向上
を図ることができた。熱中症対策のため、塩飴の支給や小ま
めな水分補給の声かけを行い、屋外作業が主体の業務の
中で熱中症事故を発生させることなく業務を遂行することが
できた。
・広報専任スタッフを配置し、開花や催事情報などのPRに
よって利用者の増加を図った他、公園情報を掲示できる周
辺施設を活用しながら日常的な利用者の増加を図ることが
できた。HPアクセス数、インスタグラムのフォロワー数は着
実に増加している。
・利用者層の幅を広げることを目的に開催している体験講座
やオリエンテーリング、スタンプラリーなどは、参加者が多
く、複数名で来園した家族が全員参加する等もみられてきて
おり、目的を達成できていると捉える。
・各施設は全体的に老朽化が進んでおり、日常巡回・点検を
行い、札幌市と協議をしながら破損の予防や使用中止の処
置を行い、安全で安心な公園利用を確保した。荒天や地震
など事故の発生に繋がりかねない事態には、事前の立入禁
止処置や速やかな巡視点検等によって利用者の安全を確
保できた。
・札幌の花と緑の活動拠点として、専任のボランティアコー
ディネーターを配置してボランティア活動の支援を行うととも
に、近隣の施設との連携や共同での管理作業など、地域に
おける公園の役割を十分に発揮できた。
・植物同好会との連携強化や、札幌軟石と植物とを組み合
わせた展示会の開催など、札幌ならではの展示会や講習会
を開催した。また気軽に参加できる体験講座の開催と季節
ごとに特徴を持たせた開催内容、近年注目度が高まってい
る植物素材を使用したクラフト講習会の増加など、公園の
テーマに沿って都市緑化の普及と地域交流の活性化を図る
ことができたと捉えている。
・利用料金収入は、目標値比123％となった。適切な植物管
理とニーズに応じたイベント内容、情報発信が効果的であっ
たと捉える。今年度より新料金体制となったが、事前の周知
により大きな混乱は見られなかった。
・収益事業収入は、目標値比176％となり目標を大幅に達成
した。利用者サービスの向上を目的として、花の見頃や季節
催事にあわせたオリジナル商品の開発や新商品の仕入れ
を積極的に行い、販売は好調であった。

・公園利用者は依然として増加傾向にある。新規利用者をはじめ、リピート利用者を飽きさ
せない新しい魅力づくりや情報発信に努め、公園のさらなる利用促進を図りたい。
・景観レベルの維持・向上と作業の効率化のため、引き続きPDCAサイクルを活用して、ユ
リや植物コレクション、樹木景観などの管理技術の向上を図るとともに、利用者が求める
植物の収集・展示や百合が原公園ならではの景観育成を継続し、利用者の満足度向上
に繋げたい。
・老朽化した施設・設備が多く、修繕が断続的に必要な状況となっているため、長寿命化
や改修対応については、札幌市と連携・協議して対応を進めたい。
・P-PFI施設のグリーンシーズン営業が初めてであり、新たな層の来園も見込まれるた
め、利用者に混乱が生じないよう情報提供を行うとともに、公園の魅力向上のため、
P-PFI事業者と綿密に連携を図る。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

広報活動による情報発信や専任のボランティアコーディネー
ターを配置し、ボランティア活動の支援を行うとともに、職員教
育なども積極的に行っていることについても評価します。
情報発信を行い利用者の増加を図り、結果来園者増、料金収
入増、グッツの販売も好調と好循環が生まれ、純利益を増益
させるよう努力されたことは評価します。
今後も安全確保を大前提に来園者の満足度を高める運営にご
尽力ください。

引き続き、公園利用者の安全確保に努めるとともに、来園者が参加しやすいイベント等を
開催し、都市緑化の普及に繋げて下さい。また、今後もボランティアや植物関連団体、植
物愛好家への活動の支援と連携を強化し、百合が原公園の魅力向上に努めて下さい。


